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東北大学復興アクション 

「東北復興・日本再生の先導」を目指して 
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東日本大震災の概要 
複合多重災害   巨大地震→巨大津波→原子力発電所事故  

 2011年3月11日 14:46 
 マグニチュード :  M 9.0        
 津波浸水面積:  561 km2 

 死者行方不明者:  18574人 
 被害総額:  約17兆円 2 

Epicenter 

Fukushima No.1 
NPP 

Sendai 

Outside 80km radius 

Flooded area 

Fukushima  
No.1 NPP 



   東北大学の被害 

人的被害：学生3名死亡（学外で津波被災）  
建物被害：約450億円 
研究設備被害：約350億円 
学生の住居被害：全壊・一部損壊 526名 
その他： 長期の停電に伴う冷凍研究試料の融解，水道・ガス 

 の供給停止による飼育生物の死滅など 
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理念１ 復興・地域再生への貢献 
理念２ 災害復興に関する総合研究開発拠点形成 
理念３ 分野横断的な研究組織で課題解決型プロジェクトを形成 

基本理念 
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東北大学災害復興新生研究機構 
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８つのプロジェクトと復興アクション100 
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２０１２年４月設置 
歴史的・世界的大災害の経験と教訓 
“低頻度巨大災害”への備えを先導 
実践的防災学の創成 

        

東日本大震災の被害実態と

教訓に基づく防災・減災技術

の再構築 

被災地支援学の創成と歴史

的視点での災害サイクル・復

興の再評価  

 

 

都市の耐災害性向上と重層

化 

巨大地震・津波発生メカニズ

ムの解明と次世代地震・津波

観測技術の開発 

新たな防災・減災社会のデ

ザインと災害教訓の語り継ぎ 

 

 

広域巨大災害対応型医学・

医療の確立 

地域・都市再生 
研究部門 

人間・社会対応 
研究部門 

災害リスク 
研究部門 

災害理学 
研究部門 

情報管理 
社会連携部門 

災害医学 
研究部門 

「実践的防災学」の創成 
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【1】災害科学国際研究推進プロジェクト 

 災害科学国際研究所（IRIDeS）の設置 
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災害科学国際研究所 今村研究室制作 
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災害科学国際研究所 IRIDeS 

 国際連携 
○海外大学・研究機関 
・アジア： 清華大学（現地合同調査），アジア工科大学（教員・学生交流）， 
 バンドン工科大学（共同会議主催），ニューサウスウェールズ大学（UNSW） 
・米国： ハーバード大学（ライシャワー日本研究所），ハワイ大学（全学連携協定，学生交流），

UCLA（全学連携協定），米国地質調査所（研究連携協定） 
・ヨーロッパ： ロンドン大学（研究連携協定），ドイツ宇宙航空研究センター（研究連携協定） 

○国際機関 
国連防災戦略機構(UNISDR)，環太平洋大学協会(APRU)，太平洋津波警報センター(PTWC) ，
アジア防災センター(ADRC)，国際復興支援プラットフォーム(IRP)， 
国際科学会議(ICSU)災害リスク統合研究(IRDR)分科会 

○主な国際連携活動 
・国連本部防災討論への参加(2012年4月12日) 
・開所式・国際シンポジウム(2012年5月23日) 
・世界防災閣僚会議 in 東北への参加(2012年7月3〜4日) 
・ハワイ大学・PTWC訪問(2012年8月13-15) 
・津波エネルギー減衰国際ワークショップ(2012年9月10〜12日) 
・APRU自然災害リサーチシンポジウム主催(2012年9月20〜22日) 
・国連地域事務所(UNCRD)の国際ワークショップ(2012年12月10～14日) 
・津波堆積物国際ワークショップ(2013年3月8日） 

第8回APRU自然災害リサーチシンポジウム 
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①総合地域医療研修センターの設置  
(1) 最先端のシミュレーターを有するトレーニングセンターの整備 
(2) 実践的な災害医療を学んだ地域医療・災害医療に従事する人

材の育成 
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【2】地域医療再構築プロジェクト① 

シミュレーターを使った医療技術ト
レーニング（クリニカルスキルスラボ） 

東北大学病院に 
総合地域医療教育支援部を設置 

(2012年10月1日) 
石井正医師（前 石巻日赤病院）が教授着任 



＋ 

(1) 地域医療情報連携基盤の構築：医療情報、検査情報の共有化 (ICT化) 
(2) 複合バイオバンク事業：医療情報とゲノム情報の複合化（コホート） 
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【2】地域医療再構築プロジェクト② 

 ②東北メディカル・メガバンク機構の設置 

 被災地における長期健康調査 
 循環型医師支援システム 

 医療人材の確保と循環的供給 
 被災地住民の健康管理 
 大規模ゲノムコホート 
 東北発次世代医療（個別化医療）

の基盤構築 

宮城県との協力協定締結(2012.9.18) 
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次世代エネルギー研究開発により災害に強い
先進的なまちづくりを推進  
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【3】環境エネルギープロジェクト 

課題1 三陸沿岸へ導入可能な波力等の海洋再生可能エネルギーの研究開発（東京大
学ー久慈市，塩竃市） 

課題2 微細藻類のエネルギー利用に関する研究開発（筑波大学・東北大学ー仙台市） 
課題3 再生可能エネルギーを中心にした地域エネルギーと移動体を融合した都市の総合

的エネルギー管理システム構築（東北大学・東京大学ー石巻市，大崎市） 



＋ 

  

研究課題3： 再生可能エネルギーを中心とした地域エネルギーと移動体を
融合したエネルギー管理システムの構築  
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【3】環境エネルギープロジェクト 
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研究課題3： 再生可能エネルギーを中心とした地域エネルギーと移動体を
融合したエネルギー管理システムの構築  
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【3】環境エネルギープロジェクト 
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東北地域の自治体および大学連携 All Japan体制 
産学官連携 

Globalな 
協力体制 

東日本大震災によって、「通信回線の途絶」「情報収集不能」「発信
情報の不足」など情報通信（ICT）の脆弱性が顕在化 

災害に強い情報通信インフラの開発・実証拠点の形成目指す   
→耐災害ICT研究センター（NICT)の設置（片平キャンパス） 

災害に強い情報通信インフラの開発・実証拠点の形成 トラフィックの急増に 
耐える通信容量の確保 

災害からのデータ保護 
広域分散ｸﾗｳﾄﾞｽﾄﾚｰｼﾞ ICT医療支援技術・ 

エージェントシステム 

災害時にも確実に 
つながる適応型・ 
高信頼通信回線 

輻輳回避制御・管理 
ﾈﾊﾞｰﾀﾞｲﾈｯﾄﾜｰｸ 

超低消費電力 
デバイス 

通信路・ハード
ウェア技術 

サービス・ソフトウェア技術 材料・デバイス技術 

ネットワーク 
レイヤ技術 
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【4】情報通信再構築プロジェクト 
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課題1 漁場環境の変化プロセスの解明 
課題2 海洋生態系変動メカニズムの解明 
課題3 沖合海底生態系の変動メカニズムの解明 
課題4 東北マリンサイエンス拠点データ共有・公開機能の整備運用 

①海洋生態系の調査研究 
 多量のがれきの堆積、岩礁への砂泥の堆積、重油や放射性物質の海域への拡散
などの影響と回復過程の調査研究→漁業や水産業の復興、地域再生 

【5】東北マリンサイエンスプロジェクト① 



＋ 

16 

②新たな産業の創成につながる技術開発 (2012年9月〜，8課題) 

  北大，東北大，東大，東京海洋大，理研(＋岩手大，札幌医大，日大，北里大，熊本大．．） 

【5】東北マリンサイエンスプロジェクト② 

水産物への電磁波照射 （技術開発） 
↓ 

物性改変・品質向上・付加価値付与 
↓ 

新規食品の開発 
↓ 

被災地の復興 

 電磁波照射装置  

(1) 電磁波を水産物加工に用いた
新規食品製造技術の開発 

(2) 排熱活用小型メタン発酵による

分散型エネルギー生産と地域循
環システムの構築 

水産加工工場内の冷凍・冷蔵庫から 
排出される排熱 

＋ 
切り身工場から排出される、魚くず、 

有機汚泥 
↓ 

メタン発酵 
＋ 

消化液を利用した微細藻類の培養 
↓ 

災害に強く、低炭素型の地域づくり 
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①放射性物質によって汚染された生活環境の復旧技術の開発 
(1) 汚染土壌からの放射性セシウムの抽出・濃縮に関する新たな除染技術、回収

した放射性物質の有効利用技術の開発 
(2) 無放射能農作物の栽培方法の開発 
(3) 迅速汚染検査用大口径ガンマ線検出技術の開発 

【6】放射性物質汚染対策プロジェクト① 

放射性物質測定機器の開発 新たな除染技術、回収した放射性物質の
有効利用の技術の開発 

小学校校庭の除染（宮城県丸森町） 
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②被災動物の包括的線量評価事業 
原発事故に関連して殺処分された家畜
や野生動物の臓器を摘出してバンク化し、
各臓器と周囲の水土壌などへの沈着核
種を分析することによって、環境媒体を
通じた生物および生体への影響を研究 

【6】放射性物質汚染対策プロジェクト② 

血中のCs137濃度と臓器中の
Cs137濃度の関係 

母牛のCs137濃度と子牛の
Cs137濃度の関係 

(T. Fukuda et al., PLoS ONE 8(1): e54312) 
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東北地域の産業・社会復興の継続的支援 

■調査研究の成果の刊行（2012年3月） 

■地域イノベーションプロデューサー塾の 
試行的開講（2012年5月） 

地域産業・社会の調査研究による課題の抽出・解決策の立案 
新たな雇用の機会を創出するための様々なイノベーションを誘発する革

新的なプロデューサーの育成 

【7】地域産業復興支援プロジェクト 

地域産業復興調査研究シンポジ
ウム開催（2012年10月21日） 

大規模アンケート調査 
3万社対象、150項目 



＋ 

被災地の経済復興の基本となる産業基盤の革新・強化のために、
産・学・官の連携プロジェクトを展開 

宮城県の産業団体や自治体との連携の強化、文部科学省、経済産業
省等の復興施策の活用により、大学の技術シーズを被災地企業にお
いて活用・実用化 
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【8】復興産学連携推進プロジェクト 

○ 材料分野等における産学官連携のオー
プンイノベーション拠点構築(METI) 

○ 東北発素材技術先導プロジェクト(MEXT) 
○ 復興促進事業(JST) 
○ 次世代自動車クラスター形成プロジェクト 
○ 医療機器産業クラスター形成プロジェクト 
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東北発素材技術先導プロジェクト 
①超低損摩擦技術領域 
②超低損失磁心材料技術領域 
③希少元素高効率抽出技術領域 
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【8】復興産学連携推進プロジェクト 

地域連携フォーラム(2013年3月5日) 

キックオフシンポジウム (2012年10月2日) 
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復旧・復興活動 
●食・農・村の復興支援プロジェクト 
（農学研究科） 

大型プロジェクト以外にも、 
         様々な場所で、様々な取り組みが 
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復興アクション100 

被災者救援 
●「縁側で『こんにちは』」プロジェクト 
（文学研究科） 

被災者救援 
●スマート・エイジング出前カレッジ 
（加齢医学研究所） 

総長裁量経費 
による支援 

(全14プロジェクト) 
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